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背景
• 平成29年度適正使用調査会資料1-1 図13によると、300床以上の施
設では、輸血管理体制の整備状況が90％以上であるのに対して、
300床未満の医療機関では、輸血管理体制の整備状況が、60～
70％程度であった。

• 300床未満の医療機関での管理体制については、平成25年の調査
より300床未満の医療機関をさらに5群（200～299床、100～199床、
20～99床、有床診療所、無床診療所）に分類して検討を行ってきた。
その結果、下記のことが指摘された。

– 100床未満医療機関において、臨床検査技師の配置が少ないことをは

じめとする人的資源の課題に加え、同意書の整備、指針の周知、検査
項目などに課題があった。

– 病院外輸血について、検査方法、輸血実施時の対応、有害事象発症時
の対応などに課題が 見られた（平成28・29年度適正使用調査会北澤
参考人資料）
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検討事項

• １００床未満医療機関の輸血療法

–輸血療法の機会が少ない施設で、輸血管理体
制・ 輸血実施体制に課題について

• 病院外輸血

–病院外輸血が実施される疾患、患者の状態につ
いて

–輸血療法の実施機会が少ない施設で、輸血実施
体制について
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100床未満医療機関についての検討

1：年間総輸血症例数別の検討

2：年間総赤血球液の袋数別の検討

３：病院外輸血実施数別の検討
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100床未満の医療機関のアンケート回答状況
• 100床未満の医療機関で、アンケートの対象は、7112施設。
• 回答率：0床 793/2307（34.4％）、1-19床 777/1842（42.2％）、20-99床 1474/2963（49．

8％）
• 100床未満医療機関の輸血実施施設7,112施設のうち、アンケートの回答は3,044施設（回
収率42.8％）。

• 年間実施症例の検討ができたのは2,417施設（輸血実施施設中34.0%、回答施設中
79.4%）。

• 設問1-003「年間輸血用血液製剤または血漿分画製剤を使用したか」に「両方とも使用しな
かった」と回答した施設を除外した。
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病床数 0 1-19 20-99

輸血実施施設数 2,307 1,842 2,963

比率(%)
22.86% 4,805(47.62%)

7,112(70.49%)

回答施設 793 777 1,474

回答率(%) 34.37 42.18 49.75

赤血球使用量 0.47% 6.40%

血小板使用量 0.06% 2.41%

FFP使用量 0.01% 2.55%

全血液製剤 0.20% 3.78%

資料１－１より抜粋



年次別アンケート調査対象施設数・回答率
（100床未満）
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１．年間総輸血症例数別の検討

–アンケート回答施設の内

– １００床未満の医療機関のみを抽出

– 「年間に輸血を実施した」と回答した施設

– 「総輸血症例数」がゼロ及び未記入（空欄）の場
合は削除

年間輸血実施「あり」との回答にもかかわらず、
症例数０と回答した施設が46施設あった。
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1症例/年 2～3症例/年 4～6症例/年 7～10症例/年 11～20症例/年 21～50症例/年 51症例以上/年

アンケート回答
施設数のうちの
該当施設数

254 335 310 271 362 465 374



輸血実施患者数
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２．年間赤血球製剤使用総袋数別検討

– １００床未満の医療機関を対象

–赤血球製剤「年間使用本数」がゼロまたは未記
入の場合は削除
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①1～10袋/年 ②11～50袋/年 ③51～100袋/年 ④101袋以上/年

アンケート回答施設数
のうちの該当施設数 601 853 378 506



同意取得
輸血総症例数別 赤血球使用総数別
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同意書の有無
輸血総症例数別 赤血球使用総数別
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血液型検査
輸血総症例数別 赤血球使用総数別
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交差適合試験
輸血総症例数別 赤血球使用総数別
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臨床検査技師以外による交差適合検
査により輸血した症例の有無

輸血総症例数別 赤血球使用総数別
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不規則抗体スクリーニング
輸血総症例数別 赤血球使用総数別
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院内マニュアルの有無（輸血療法）
輸血総症例数別 赤血球使用総数別
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院内マニュアルの有無
（輸血後感染症関連）

輸血総症例数別 赤血球使用総数別
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外部精度管理に参加しているか
輸血総症例数別 赤血球使用総数別
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輸血療法委員会の有無

輸血総症例数別 赤血球使用総数別
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特定生物由来製品使用時の記録と、
20年間の保管の保管方法

輸血総症例数別 赤血球使用総数別
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輸血前検体保存
輸血総症例数別 赤血球使用総数別
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小括（輸血症例数・赤血球製剤使用
総数が少ないほど）

① 輸血療法の同意取得率が低い傾向があった

② 同意書がある割合が低い傾向があった

③ 外部精度管理受審率が低い傾向があった

④ 血液型検査：ウラ検査、間接グロブリン法:不規則抗
体・交差適合試験の実施率が低い傾向があった

⑤ 検査技師以外が実施した交差適合試験結果による輸
血の実施率が高い傾向があった

⑥ 院内マニュアル（輸血療法、輸血後感染症対策）の整
備率が低い傾向があった

⑦ 輸血療法委員会設置率が低い傾向があった

⑧ 輸血前検体を保管してない施設が多い傾向があった
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3.病院外輸血実施数別検討

• 「病院外輸血を実施した」施設のうち、100床
未満医療施設の回答施設

–アンケート回答数のうち、
「病院外輸血を実施した」施設は119施設
そのうち、１００床未満施設は94施設

• 関連病院との連携の有無により2群に分けて
検討（連携あり４７施設、連携なし４７施設）
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病院外輸血を実施した状況
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20～99床 有床診療所 無床診療所

関連病院と連携して介護施設・在宅両方で実施した 関連病院と連携して介護施設で実施した

関連病院と連携して在宅で実施した 関連病院と連携なく介護施設・在宅両方で実施した

関連病院と連携なく介護施設で実施した 関連病院と連携なく在宅で実施した

いいえ 回答率

20～99床 有床診療所 無床診療所

アンケート回答施設 1398 638 591



病床規模・実施場所
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病院外輸血を実施した理由について
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在宅治療を行っている疾患
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インフォームド・コンセントについて
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交差適合試験
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輸血後感染症対策
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輸血療法の実際
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輸血療法中
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輸血バッグの廃棄方法
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実施困難な検査
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実施困難な項目
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年間輸血のべ件数
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一般社団法人日本輸血・細胞治療学会が作成した
「在宅赤血球輸血ガイド」を
貴施設内で周知していますか
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小括（在宅輸血について）
• 病院外では、介護施設、在宅で輸血療法が実施されていた
• 在宅治療を行っている疾患は悪性疾患・血液疾患が多かった

• 在宅輸血の理由は、在宅医療を実施、通院困難、終末期医療の順に多
かった
– 通院困難の理由は「寝たきり」が多かった

• 病院外輸血における検査
– 交差適合試験はほとんど実施されていたが、輸血後感染症関連対策のための
検体保管・検査実施は約半数であった

• 有害事象対策
– 輸血中の観察が不十分な施設があった
– 輸血後の対応策について不十分な施設があった

• 輸血業務
– 輸血実施者、輸血終了時の抜針者
– 輸血中の付き添い者は、訪問看護ステーション看護師、家族が多かった

• 実施困難な項目
– 輸血中および終了後の有害事象への対応
– 訪問看護ステーションでは輸血バッグの廃棄

• 学会作成「在宅赤血球輸血ガイド」：「知らない」が２５%、「周知せず」５０%
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総括（100床未満医療機関の輸血療法）

• 輸血療法の整備が不十分と言われてきた
100床未満医療機関の中で、総輸血実施症
例数（特に10症例/年以下）、赤血球輸血使

用袋数が少ない施設での課題が明らかと
なった。

• 病院外における輸血療法においては、輸血
後感染症対策、輸血中・後の有害事象発症
時の対応、に課題が見られた。
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